
　
岡
山
県
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
推
定

で
�
万
人
、
予
備
群
を
入
れ
�
万
人
に

な
る
。
し
か
し
受
療
者
は
８
万
人
と
少

な
い
。
一
方
、
糖
尿
病
学
会
の
認
定
専

門
医
（
１
２
５
人
）
、
糖
尿
病
療
養
指

導
士
（
約
４
５
０
人
）
と
も
足
り
て
い

り

な
い
。
し
か
も
、
罹
病
率
が
高
い
と
み

ら
れ
る
県
北
に
少
な
い
状
況
だ
。

　
２
０
０
５
年
、
岡
山
県
医
師
会
糖
尿

病
対
策
推
進
協
議
会
が
発
足
。
�
年
、

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
医
療
連
携
推
進

事
業
の
中
で
糖
尿
病
対
策
専
門
部
会
を

設
置
し
た
。
目
的
は
、
医
師
、
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
の
向
上
▽
連
携
に
よ
る

医
療
の
均
て
ん
化
▽
受
療
率
向
上
に
向

け
た
普
及
啓
発
活
動
が
３
本
柱
。
専
門

治
療
、
慢
性
合
併
症
治
療
、
急
性
増
悪

時
治
療
、
総
合
管
理
医
（
か
か
り
つ
け

医
）
の
四
つ
の
機
能
を
持
つ
施
設
が
連

携
す
る
組
織
で
、
「
お
か
や
ま
Ｄ
Ｍ
ネ

ッ
ト
」
（
愛
称
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　
県
知
事
が
認
定
す
る
総
合
管
理
医
療

機
関
（
約
３
０
０
施
設
）
、
お
か
や
ま

糖
尿
病
サ
ポ
ー
タ
ー
（
現
在
約
１
千
人
）

の
役
割
は
重
要
だ
。
研
修
会
を
受
講
し

認
定
さ
れ
た
総
合
管
理
医
や
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
、

さ
ら
に
各
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
こ
と
が
目
的
。
今
後
、
予
防
医
療

に
ど
う
関
わ
る
か
な
ど
課
題
は
残
る

が
、
岡
山
県
で
は
日
本
一
の
糖
尿
病
の

医
療
体
制
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
夢
見
て
い
る
。

　
糖
尿
病
の
合
併
症
と
い
え
ば
、心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
、
網
膜
症
、
腎
症
な
ど
だ
が
、
最
近

は
歯
周
病
、
が
ん
、
認
知
症
、
う
つ
病
な
ど
も

含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
糖
尿
病
は
い
ろ
ん
な
診

療
科
の
医
師
と
の
連
携
が
必
要
な
病
気
だ
。

　
東
京
都
で
は
、
２
０
０
８
年
度
に
糖
尿
病

対
策
医
療
連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
圏
域

別
に
�
検
討
会
を
設
け
て
い
る
。
私
が
座
長

を
務
め
る
練
馬
区
糖
尿
病
医
療
連
携
検
討
専

門
部
会
の
発
足
は
�
年
度
。
背
景
に
は
、
区

内
の
専
門
医
不
足
が
あ
っ
た
。
「
区
内
の

糖
尿
病
の
医
療
機
関
情
報
を
ま
と
め
、
連

携
を
推
進
す
る
こ
と
」
が
発
足
の
狙
い
だ

っ
た
。

　
都
か
ら
の
予
算
�
万
円
で
、
区
民
公
開

講
座
や
、
連
携
医
療
機
関
マ
ッ
プ
の
制
作
、

医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
講
演
会
な

ど
を
実
施
。
マ
ッ
プ
は
練
馬
区
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
。
東
京
都

医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
い

情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
�
年
か
ら
３
年
間
で
都
内
で
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
療
法
の
導
入
、
栄
養
指
導
で
き
る

医
療
機
関
が
増
え
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の

登
録
医
・
療
養
指
導
医
、
日
本
糖
尿
病
療

養
指
導
士
な
ど
の
ほ
か
、
東
京
都
医
師
会

の
糖
尿
病
予
防
推
進
医
講
習
会
受
講
者
数

も
増
え
て
い
る
。
今
後
、
後
期
高
齢
者
の

増
加
に
伴
う
在
宅
医
療
、
認
知
症
対
策
な

ど
の
課
題
は
残
る
が
、
東
京
で
は
、
着
実

に
連
携
の
輪
は
広
が
っ
て
い
る
。

　
日
本
糖
尿
病
学
会
の
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド

の
目
標
は
、
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
寿
命

や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
維
持
す
る
こ
と

だ
。
細
小
血
管
症
や
大
血
管
症
を
抑
制
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
た
め
に
血
糖
や
血
圧
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
三
段
論
法
に
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
２
年
の
統
計
で
は
、
糖
尿
病

と
糖
尿
病
予
備
群
は
２
０
５
０
万
人
。
糖
尿

病
は
増
え
て
い
る
が
、
予
備
群
は
５
年
前
に

比
べ
２
０
０
万
人
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。
国
民

の
健
康
意
識
の
高
ま
り
や
特
定
健
診
で
、
予

備
群
の
方
の
血
糖
値
な
ど
が
改
善
さ
れ
、
予

備
群
で
は
な
く
な
っ
た
。
一
方
、
糖
尿
病
の

増
加
は
、
患
者
さ
ん
が
長
生
き
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。

　
昨
年
か
ら
、
２
型
糖
尿
病
薬
と
し
て
７
種

類
の
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
が
次
々
発
売
さ
れ

た
。
イ
ン
ス
リ
ン
と
は
関
係
な
く
血
糖
値

を
下
げ
る
こ
と
か
ら
、
す
い
臓
を
休
ま
せ

る
な
ど
一
見
魅
力
的
だ
が
、
低
血
糖
、
性

器
感
染
、
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
（
イ
ン
ス

リ
ン
不
足
）
、
脳
梗
塞
、
脱
水
な
ど
の
副

作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

薬
で
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
所
要
量
が
減
少
し
、

炭
水
化
物
や
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
に
摂
取

し
な
い
と
、
筋
肉
量
が
減
り
、
い
わ
ゆ
る
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉
減
少
症
）
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
筋
肉
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
作
用

は
、
筋
肉
の
量
や
質
を
保
ち
、
お
そ
ら
く

い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
連
携
し
あ
っ
て
、
個

体
の
寿
命
、
若
さ
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
は
高
齢
に
な
る
と
必

要
だ
し
、
今
ま
で
は
血
糖
値
を
下
げ
る
た

め
に
食
後
の
有
酸
素
運
動
を
勧
め
て
い
た

が
、
踏
ん
張
る
よ
う
な
運
動
も
勧
め
た
い
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
さ
な
い
と
、
超
高
齢

社
会
の
わ
が
国
の
活
力
は
ど
ん
ど
ん
落
ち

て
い
く
。
私
た
ち
は
、
糖
尿
病
を
「治
す
」

か
も
し
れ
な
い
因
子
を
、
す
で
に
人
の
組

織
か
ら
抽
出
し
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
、

治
療
ガ
イ
ド
に
「
糖
尿
病
の
治
癒
」
と
書

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　超高齢社会を迎えたわが国のかかえる最大の課題は、

国民の健康寿命をどのように維持し、延長させるかにあ

ります。その中で、糖尿病の発症と進展の予防は重要な

課題となっています。岡山県では他県に先駆けて行政、

県医師会、各種医療担当者が参加して、糖尿病医療連携

事業を推進してきました。今後もこの医療連携体制をさ

らに充実、強化させ、県内の医療全体の向上に寄与する

ことを祈念しています。

　岡山県では２０１２年に「岡山県糖尿病等生活習慣病医療

連携推進事業」が発足し、岡山大学病院に事務局を置い

て、おかやまＤＭネットの拡充など県内の糖尿病診療レ

ベルを向上させるさまざまな取り組みを行っています。

今後も当事業が超高齢社会に対応できる医療連携体制を

構築するために、重要な役割を果たすことを期待してい

ます。

　
糖
尿
病
治
療
の
基
本
は
食
事
、
運
動
、

薬
物
療
法
だ
が
、
実
は
食
事
、
運
動
療
法

は
非
常
に
難
し
い
。
患
者
さ
ん
の
日
々
の

生
活
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
食
事
や
運
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
指
導

す
る
の
が
患
者
教
育
。
以
前
は
講
義
型
主

体
だ
っ
た
が
、
最
近
は
参
加
型
、
対
話
型
、

体
験
型
の
教
育
で
「
気
づ
き
」
を
促
す
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
血
糖
測
定

の
工
夫
や
、
糖
尿
病
理
解
へ
の
デ
ー
タ
の

可
視
化
の
た
め
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
。
当
院
の
カ
ン
バ

セ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

ス
タ
イ
ル
な
ど
の
会
は
、
患
者
さ
ん
同
士

の
対
話
か
ら
体
験
を
共
有
（
代
理
体
験
）

す
る
こ
と
も
で
き
、
行
動
の
変
化
に
結
び

つ
く
こ
と
も
多
い
。

　
患
者
さ
ん
の
悩
み
に
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ

し

ん

し

フ
が
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
変
化
の
原
動
力

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
喜
び
や
悲
し
み
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
チ
ー

だ

い

ご

み

ム
医
療
の
醍
醐
味
も
あ
る
。「
チ
ー
ム
な
ら

で
き
る
」
が
当
院
チ
ー
ム
の
合
言
葉
。地
域

全
体
の
チ
ー
ム
医
療
で
取
り
組
む
糖
尿
病

対
策
は
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

　岡山県での今後の糖尿病医療連携の在り方を考

えるシンポジウム「これからの糖尿病医療～連携

と深化～」（岡山県医師会、岡山県生活習慣病対

策推進会議糖尿病対策専門部会主催）が�月１日、

岡山市内のホテルで開かれた。

　シンポでは、県医師会の糸島達也副会長と県保

健福祉部の兼信定夫健康推進課長が「このシンポ

により医療関係者の連携がさらに深まり、患者さ

んの治癒に向かうことを願っている」などとあい

さつ。特別講演、基調講演に続き、県内の取り組

み事例が発表され、県医師会の田中茂人理事が閉

会あいさつした。

　
新
見
市
の
高
齢
化
率
は
高
く
、
老
老
介

護
、
独
居
老
人
、
そ
れ
に
限
界
集
落
が
増

え
て
い
る
。
市
内
に
糖
尿
病
専
門
医
は
い

な
い
が
、
非
常
勤
専
門
医
は
２
病
院
に
い

る
。
市
の
検
診
な
ど
で
は
血
糖
が
高
い
人

が
多
い
が
、
呼
び
か
け
て
も
な
か
な
か
受

診
し
て
も
ら
え
な
い
。
医
師
、
看
護
師
不

足
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
も
少
な
い
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
た
め
多
職
種
連
携
の
事
業
が
活
発

だ
。
地
域
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
代
表
に
よ
る
実

務
者
協
議
会
、
医
師
会
、
市
、
大
学
が
参

加
し
た
在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
研
究
会
（
遠

隔
医
療
）
、
各
機
関
・
団
体
の
取
り
組
み

の
調
整
・
連
携
を
行
う
「
在
宅
医
療
連
携

拠
点
ま
ん
さ
く
」
の
設
置
な
ど
だ
。
そ
こ

で
生
ま
れ
た
良
好
な
関
係
を
背
景
に
、
今

年
、
新
見
市
健
康
づ
く
り
課
は
地
域
の
各

種
団
体
・
住
民
代
表
が
参
加
し
た
研
究
会

を
設
置
、
糖
尿
病
も
含
め
た
地
域
健
康
問

題
の
検
討
を
始
め
た
。
住
民
も
含
め
た
体

制
が
で
き
た
と
思
う
。
今
後
は
、
お
か
や

ま
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
、
地
域
の
糖
尿

病
医
療
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
が
、
新

見
市
に
は
医
療
資
源
は
少
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
地
方
に
は
地
方
に
合
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
、
と
感
じ
て
い
る
。

　
真
庭
市
で
は
�
歳
以
上
の
４
人
に
１
人

が
糖
尿
病
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日

本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
は
�
人
足
ら
ず
。

資
格
更
新
に
必
要
な
研
修
会
は
県
北
に
は

な
い
。

　
資
格
取
得
が
で
き
る
研
修
会
と
糖
尿
病

の
患
者
さ
ん
へ
の
支
援
の
ベ
ー
ス
を
つ
く

る
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「
ま
に
わ
Ｄ
Ｍ
療
養
指
導
の
会
」
を
２
０

１
３
年
に
立
ち
上
げ
た
。
支
援
を
充
実
、

継
続
す
る
た
め
の
一
つ
が
研
修
会
で
、
今

年
か
ら
毎
月
開
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
構
築
し
、
最
大

限
の
成
果
を
得
る
に
は
組
織
を
超
え
た
協

働
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
講
師
は
幹

事
の
ほ
か
幹
事
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
依

頼
、そ
の
つ
な
が
り
で
参
加
者
も
増
え
た
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
に
よ
り
病
院
間
の
情
報
共

有
は
で
き
て
い
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
を
高
齢

者
施
設
な
ど
に
つ
な
げ
ば
、
真
庭
市
の
よ

う
に
介
護
職
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
地

域
で
は
有
効
だ
。
将
来
的
に
介
護
施
設
、

高
齢
者
施
設
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
糖
尿
病

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
お
か
や
ま
Ｄ
Ｍ
ネ

ッ
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
療
養
支
援
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。


